
(57)【要約】

【課題】ガスコンロにおいて、点火が確実におこなえて

点火不良が生じないコンロバーナを搭載して使い勝手が

良好で、燃焼性がよくて熱効率が高く省エネが得られる

こと。

【解決手段】バーナキャップ２とバーナボディ１でコン

ロバーナ２を構成し、バーナキャップ４は、斜め上向き

に噴出して火炎を形成する炎口８を中心に向かって設け

た形状とし、バーナキャップ４の外方１３に被覆体１４

とバーナキャップ４とで設けた空間部１８に点火電極１

９を配設するとともに、点火電極19と対向するバーナキ

ャップ2の外周面に補助炎口部28を形成し、その略中間

部に立ち消え安全装置20の熱電素子部20Aを配設したも

のである。従って、点火不良のない確実な点火性能を有

するとともに、確実な立ち消え検知性能を有したガスコ

ンロ１を提供することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 面 に 開 口 を 設 け た 環 状 頭 部 を 有 し 供 給 さ れ る ガ ス と 燃 焼 用 空 気 を 混 合 す る バ ー ナ ボ デ ィ
と 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ の 環 状 頭 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 一 端 を 他 端 面 よ り 上 方 に 突 出 さ
せ た 断 面 形 状 を 有 す る 炎 口 Ａ を 中 心 側 に 向 か っ て 放 射 状 に 円 周 等 間 隔 に 配 設 し て 主 炎 口 部
を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ よ り 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 旋 回 状 に 火 炎 を 形 成 す る
バ ー ナ キ ャ ッ プ と 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 方 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 前 記 炎 口 側 及 び 下
方 側 に 開 口 Ａ 及 び 開 口 Ｂ を 有 す る 空 間 部 を 形 成 し た リ ン グ 状 の 被 覆 体 と 、 前 記 被 覆 体 の 空
間 部 に 配 設 し た 点 火 電 極 と 、 前 記 点 火 電 極 と 対 向 す る 位 置 の バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 方 に 配 設
し た 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 と を 備 え 、 前 記 空 間 部 に は 点 火 電 極 か ら の 放 電 タ ー ゲ
ッ ト を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 に 旋 回 状 に 噴 出 す る ガ ス の 点 火 構 成 を 有 す る と 共
に 、 前 記 熱 電 素 子 部 と 対 向 す る バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に は 一 端 を 他 端 面 よ り 突 出 さ せ た
断 面 を 有 す る 炎 口 を 対 向 さ せ て 配 置 し た 補 助 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ よ り 供 給
さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 衝 突 火 炎 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 補 助 炎 口 部 の 略 中 間 部 に 前 記
立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 を 配 設 し た ガ ス コ ン ロ 。
【 請 求 項 ２ 】
バ ー ナ キ ャ ッ プ の 炎 口 構 成 面 又 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 外 周 壁 に 点 火 電 極 か ら の 放 電 タ ー ゲ ッ
ト を 形 成 し 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 に 旋 回 状 に 噴 出 す る ガ ス の 点 火 構 成 を 有 し た 請 求 項 １ 記
載 の ガ ス コ ン ロ 。
【 請 求 項 ３ 】
バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 の 放 射 状 に 配 列 し た 炎 口 の １ つ が 、 被 覆 体 の 空 間 部 に 形 成 さ れ る 開 口
Ａ の 略 中 央 に 位 置 す る よ う に 配 置 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ガ ス コ ン ロ 。
【 請 求 項 ４ 】
補 助 炎 口 部 を 形 成 す る 炎 口 Ｂ お よ び 炎 口 Ｃ は 、 一 端 を 他 端 面 よ り 突 出 さ せ て 形 成 し た 炎 口
面 に 平 面 部 を 設 け る と 共 に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 面 に 沿 っ て 相 対 向 す る 火 炎 を 形 成 す
る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス コ ン ロ 。
【 請 求 項 ５ 】
補 助 炎 口 部 を 形 成 す る 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ の 間 に 、 前 記 炎 口 Ｂ お よ び 炎 口 Ｃ の 噴 出 方 向 と は 異
な る 方 向 に 混 合 ガ ス を 噴 出 す る 炎 口 Ｄ を 設 け た 請 求 項 １ ま た は ４ 記 載 の ガ ス コ ン ロ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス コ ン ロ に 搭 載 す る コ ン ロ バ ー ナ に 関 し 、 特 に 、 点 火 電 極 を 用 い た 放 電 点
火 構 成 及 び 立 消 え 安 全 装 置 を 用 い た 燃 焼 検 知 構 成 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 こ の 種 の ガ ス コ ン ロ に お け る 点 火 構 成 と し て は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 コ ン ロ バ ー
ナ ４ １ を 有 し た ガ ス コ ン ロ ４ ０ に お い て 、 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ は バ ー ナ ボ デ ィ ４ ２ 上 面 に 円
周 上 に 配 置 し た 主 炎 口 ４ ３ を 有 し 、 円 周 の 一 部 に 点 火 炎 口 ４ ４ 配 置 し た バ ー ナ キ ャ ッ プ ４
５ を 載 置 し て 構 成 し 、 主 炎 口 ４ ３ 及 び 点 火 炎 口 ４ ４ に 燃 焼 炎 ４ ６ 及 び 点 火 炎 ４ ７ を も っ て
燃 焼 さ せ て 調 理 加 熱 を お こ な っ て い た 。 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ ５ と バ ー
ナ ボ デ ィ ４ ２ と で 点 火 電 極 ４ ８ を 設 け る 点 火 空 間 ４ ９ を 構 成 し 、 点 火 電 極 ４ ８ に 対 向 し た
バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ ５ に 放 電 タ ー ゲ ッ ト ５ ０ を 構 成 し 、 ガ ス コ ン ロ ４ ０ に て 点 火 操 作 が さ れ
る と 点 火 電 極 ４ ８ と 放 電 タ ー ゲ ッ ト ５ ０ 間 で 放 電 す る 構 成 と し て あ り 、 点 火 空 間 ４ ９ に は
点 火 炎 口 ４ ４ が 開 口 し て 構 成 さ れ た ガ ス コ ン ロ ４ ０ で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 コ ン ロ バ ー ナ の 構 成 と し て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ ５ の 上 面
に ス リ ッ ト 炎 口 ５ １ を 設 け 、 火 炎 を 上 向 き に 噴 き 出 す こ と で 、 熱 効 率 の 向 上 、 省 エ ネ ル ギ
ー に 対 処 す る コ ン ロ バ ー ナ ４ １ を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ が 開 発 さ れ て き た （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ２ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た ガ ス コ ン ロ に お い て は 、 点 火 構 成 に 関 す る 記 載 は な い も の
の 、 立 消 え 検 知 構 成 と し て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ ５ の 主 炎 口 ４ ３ と
、 バ ー ナ ボ デ ィ ４ ２ と 勘 合 し て 構 成 す る 円 筒 部 の 下 方 に 位 置 す る ガ ス の シ ー ル 部 ５ ２ と の
間 に お い て 、 円 周 一 部 に 凹 部 ５ ３ を 設 け 、 凹 部 ５ ３ の 側 面 ５ ４ に 燃 焼 確 認 用 炎 口 ５ ５ を 設
け た 構 成 で あ る 。 燃 焼 確 認 用 炎 口 ５ ５ の 内 方 に 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 ５ ６ を 設 け
、 燃 焼 確 認 用 炎 口 ５ ５ に 形 成 さ れ た 検 知 用 火 炎 ５ ７ に て 熱 電 素 子 部 ５ ６ が 加 熱 さ れ て 起 電
力 が 発 生 し 、 起 電 力 の 有 無 で 立 ち 消 え 安 全 装 置 が 制 御 さ れ て コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 燃 焼 継 続
或 い は 停 止 が で き る よ う に な っ て い る 。 ５ ８ は コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 中 央 に 設 け た 二 次 空 気
通 過 孔 ５ ８ で 、 中 央 に 温 度 セ ン サ ５ ９ が 設 け ら れ て 被 加 熱 物 に 上 面 が 当 接 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ３ ４ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ １ ０ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ の 構 成 で は 、 円 周 上 に 主 炎 口 ４ ３ が 設 け ら れ て 燃 焼 炎 ４
６ を 形 成 す る と と も に 、 同 じ 円 周 上 に 点 火 炎 口 ４ ４ が 設 け ら れ て 点 火 炎 ４ ７ が 形 成 さ れ 、
共 に コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 外 周 方 向 に 向 か っ て 火 炎 が 形 成 さ れ て 燃 焼 す る 。 従 っ て 、 ガ ス コ
ン ロ ４ ０ に て 調 理 す る た め に 鍋 等 の 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 場 合 、 被 加 熱 物 の 中 心 部 分 は 燃 焼
炎 ４ ６ 等 が 存 在 し な い の で 加 熱 さ れ ず 、 被 加 熱 物 の 外 側 等 が 加 熱 さ れ な が ら 被 加 熱 物 の 底
面 外 周 か ら 側 面 を 加 熱 し な が ら 高 温 の 燃 焼 ガ ス が 流 れ る 。 こ の よ う に 被 加 熱 物 の 底 面 外 周
に 沿 っ て 燃 焼 ガ ス が 流 れ る た め 被 加 熱 物 等 の 側 面 に 存 在 す る 取 っ 手 等 が 高 温 と な り 、 直 接
手 で 触 る こ と が 困 難 と な り 、 調 理 作 業 面 で 使 い 勝 手 が 悪 い と い う 課 題 を 有 し て い た 。 こ の
よ う な 取 っ 手 等 の 温 度 が 高 く な り 過 ぎ な い よ う に す る た め に 、 被 加 熱 物 の 側 面 に 流 れ た 燃
焼 ガ ス の 温 度 を 下 げ て 安 全 な ガ ス コ ン ロ ４ ０ を 提 供 す る た め に 特 許 文 献 ２ に 示 す よ う な コ
ン ロ バ ー ナ ４ １ が 提 供 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ ４ ０ に あ っ て は 、 被 加 熱 物 の よ り 中 心 に 燃 焼 炎
が 形 成 さ れ 加 熱 さ れ る た め に 被 加 熱 物 側 面 に 至 っ た 時 点 で の 燃 焼 ガ ス の 温 度 は 被 加 熱 物 と
の 間 で 熱 交 換 し て い る の で 低 い た め に 被 加 熱 物 の 取 っ 手 等 の 温 度 が 低 く な る こ と で 安 全 な
ガ ス コ ン ロ が 提 供 で き る も の で あ る が 、 点 火 構 成 に 関 す る 開 示 が な く 、 ま た 、 立 消 え 検 知
構 成 で は 、 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 中 央 に 設 け た 二 次 空 気 通 過 孔 ５ ８ に 向 け た 側 面 ５ ４ に 燃 焼
確 認 用 炎 口 ５ ５ を 設 け て 熱 電 素 子 部 ５ ６ を 加 熱 す る 構 成 に し 、 二 次 空 気 通 過 孔 ５ ８ に 温 度
セ ン サ ５ ９ を 設 け た の で 、 主 炎 口 ４ ３ で 燃 焼 が 開 始 す る と 火 炎 が 円 周 に 沿 っ て 斜 め 上 方 に
流 れ る こ と に よ り 旋 回 流 が 生 じ た 状 態 で 燃 焼 を 継 続 し て い る た め に 、 火 炎 ５ ７ に 供 給 さ れ
る 火 炎 周 囲 の 二 次 空 気 も 同 様 に 旋 回 流 状 態 を 呈 し て 火 炎 ５ ７ に 流 れ 込 ん で い る 。 従 っ て 、
燃 焼 確 認 用 炎 口 ５ ５ が 形 成 さ れ る 領 域 に も 空 気 の 旋 回 流 が 生 じ て い る た め に 、 燃 焼 確 認 用
炎 口 ５ ５ の 火 炎 ５ ７ は 周 辺 の 旋 回 流 の 影 響 を 受 け て 旋 回 流 に 吹 き 飛 ば さ れ る こ と に よ っ て
、 消 火 す る と い う 不 具 合 が 生 じ る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 燃 焼 時 に 燃 焼 確 認 用 炎 口 ５ ５ の 燃 焼 炎 ４ ６ は 熱 電 素 子 部 ５ ６
を 加 熱 し て 立 ち 消 え 安 全 装 置 が 正 常 に 作 動 す る 一 方 で 、 二 次 空 気 通 過 孔 ５ ８ に 温 度 セ ン サ
５ ９ を 設 け た 場 合 、 温 度 セ ン サ ５ ９ も 同 時 に 加 熱 す る た め に 、 温 度 セ ン サ ５ ９ は 本 来 被 加
熱 物 に 接 触 し て 被 加 熱 物 の 温 度 を 検 知 し て コ ン ロ バ ー ナ ４ １ の 燃 焼 を 制 御 す る 働 き を す る
の に 対 し て 、 被 加 熱 物 以 外 の 部 分 か ら 加 熱 さ れ る 結 果 と な る た め に 被 加 熱 物 の 温 度 が 正 確
に 検 知 で き な く な る 。 従 っ て 、 本 コ ン ロ バ ー ナ ４ １ を 搭 載 し た コ ン ロ に あ っ て は 調 理 中 の
被 加 熱 物 の 温 度 が 正 確 に 検 知 で き ず 、 被 加 熱 物 が 異 常 に 加 熱 さ れ た 状 態 が 生 じ た り 、 被 加
熱 物 の 加 熱 が 加 熱 さ れ な い 状 態 で 燃 焼 が 停 止 し た り す る 使 い 勝 手 の 悪 い コ ン ロ が 提 供 さ れ
た り す る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-57147 A 2007.3.8



　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す べ く 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 上 面 側 に 全 て の 炎 口 を 形 成 し
た バ ー ナ を 提 案 し 、 鍋 底 と の 距 離 を 短 く し 、 か つ 、 均 一 に 加 熱 す る こ と で 熱 効 率 の 向 上 を
図 っ た も の で あ り 、 特 に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 上 面 側 に 全 て の 炎 口 を 設 け た 構 成 に お け る 安
定 し た 着 火 性 能 を 確 保 す る と と も に 、 吹 き 消 え の な い 立 消 え 検 知 構 成 を 設 け る こ と で 、 省
エ ネ ・ 熱 効 率 の 向 上 を 図 り つ つ 、 製 造 面 で 造 り や す く 、 安 価 な ガ ス コ ン ロ を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ は 、 上 面 に 開 口 を 設 け た 環 状 頭 部 を 有 し
供 給 さ れ る ガ ス と 燃 焼 用 空 気 を 混 合 す る バ ー ナ ボ デ ィ と 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ の 環 状 頭 部 に
着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 一 端 を 他 端 面 よ り 上 方 に 突 出 さ せ た 断 面 形 状 を 有 す る 炎 口 を 中 心 側
に 向 か っ て 放 射 状 に 円 周 等 間 隔 に 配 設 し て 主 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ よ り 供 給
さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 旋 回 状 に 火 炎 を 形 成 す る バ ー ナ キ ャ ッ プ と 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ
プ の 外 方 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 前 記 炎 口 側 及 び 下 方 側 に 開 口 Ａ 及 び 開 口 Ｂ を 有 す る 空 間
部 を 形 成 し た リ ン グ 状 の 被 覆 体 と 、 前 記 被 覆 体 の 空 間 部 に 配 設 し た 点 火 電 極 と 、 前 記 点 火
電 極 と 対 向 す る 位 置 の バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 方 に 配 設 し た 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 と
を 備 え 、 前 記 空 間 部 に は 点 火 電 極 か ら の 放 電 タ ー ゲ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上
面 に 旋 回 状 に 噴 出 す る ガ ス の 点 火 構 成 を 有 す る と 共 に 、 前 記 熱 電 素 子 部 と 対 向 す る バ ー ナ
キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に は 一 端 を 他 端 面 よ り 突 出 さ せ た 断 面 を 有 す る 炎 口 を 対 向 さ せ て 配 置 し
た 補 助 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ よ り 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 衝 突 火 炎 を
形 成 す る と 共 に 、 前 記 補 助 炎 口 部 の 略 中 間 部 に 前 記 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 を 配 設
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 上 面 に 形 成 し た 放 射 状 の 炎 口 か ら の ガ ス は 斜 め 上
方 に 速 度 を 有 し て 噴 出 さ れ る た め に 、 旋 回 流 を 形 成 し て ガ ス が 噴 出 さ れ 、 炎 口 に 形 成 さ れ
た 燃 焼 炎 は 旋 回 燃 焼 を 呈 す る 。 従 っ て 、 旋 回 燃 焼 に て 被 加 熱 物 を 加 熱 す る と 、 燃 焼 ガ ス は
旋 回 流 に よ っ て 強 制 的 に 攪 拌 さ れ る 現 象 が 生 じ る の で 乱 流 状 態 に な る 。 こ の 乱 流 状 態 の 燃
焼 ガ ス が 被 加 熱 物 表 面 を 流 れ る の で 被 加 熱 物 の 表 面 と 燃 焼 ガ ス 間 に 生 じ る 温 度 境 界 層 が 薄
く な る こ と で 被 加 熱 物 と 燃 焼 ガ ス 間 の 熱 伝 達 係 数 が 大 き く な る 。 よ っ て 、 被 加 熱 物 に 燃 焼
ガ ス か ら 伝 わ る 熱 量 が 多 く な る 。 以 上 の コ ン ロ バ ー ナ を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ に あ っ て は 、
熱 効 率 の 高 い 省 エ ネ の ガ ス コ ン ロ が 提 供 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 旋 回 流 が 生 じ る こ と で 、 旋 回 流 の 周 囲 の 空 気 に も 旋 回 流 に よ っ て 誘 発 さ れ た 旋 回
現 象 が 生 じ て い る の で 、 燃 焼 時 に 燃 焼 炎 と 燃 焼 用 二 次 空 気 間 の 拡 散 係 数 が 大 き く な り 、 燃
焼 炎 に 十 分 な 二 次 空 気 供 給 が な さ れ て 完 全 燃 焼 が え ら れ る 。 こ の 完 全 燃 焼 に よ っ て 一 酸 化
炭 素 等 が 発 生 し な い 安 全 な ガ ス コ ン ロ が 提 供 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 方 に 一 端 を 炎 口 側 に 開 口 し た 開 口 Ａ と 他 端 を 炎 口 の 外 方 の 下
方 に 開 口 し た 開 口 Ｂ を 有 す る 空 間 部 を 設 け た 被 覆 体 を 配 設 し 、 前 記 空 間 部 に 点 火 電 極 を 内
包 し て 該 空 間 部 に 点 火 電 極 か ら の 放 電 タ ー ゲ ッ ト を 形 成 し て 点 火 部 を 構 成 し た こ と に よ り
、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 の 炎 口 か ら 噴 出 し た ガ ス は 斜 め 上 方 に 速 度 を 有 し て 噴 出 さ れ る た め
旋 回 流 を 呈 す る 。 こ の 旋 回 流 の 一 部 は バ ー ナ キ ャ ッ プ 外 方 の 部 分 で 旋 回 流 に よ っ て 生 じ て
い る 遠 心 力 に て バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 径 よ り も 外 側 に は み 出 し て 旋 回 し て い る 。 従 っ て 、 バ
ー ナ キ ャ ッ プ の 外 径 よ り も 外 側 に は み 出 し て 旋 回 し て い る 旋 回 流 の 一 部 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ
プ の 外 周 壁 と 被 覆 体 で 構 成 し た 空 間 部 に 流 れ 込 む 。 こ の よ う な 旋 回 流 が 生 じ て い る 状 態 で
点 火 電 極 か ら 放 電 タ ー ゲ ッ ト に 向 け て 放 電 す る と 、 放 電 空 間 部 に 旋 回 流 で 流 れ 込 ん で い る
ガ ス が 存 在 す る の で 確 実 に 点 火 さ れ て 燃 焼 を 開 始 す る 。 ま た 、 点 火 電 極 は 空 間 部 を 構 成 し
た 被 覆 体 に て 上 方 を 覆 わ れ て い る た め に 、 被 加 熱 物 等 か ら 調 理 中 に 煮 汁 等 が 飛 散 し た り 零
れ た り し て も 、 濡 れ た り 或 い は 汚 れ た り す る こ と が な く な る の で 、 電 気 的 な リ ー ク が 生 じ
る こ と な く 確 実 に 放 電 す る の で 確 実 な 点 火 に よ る 使 い 勝 手 の 良 い ガ ス コ ン ロ が 提 供 で き る
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の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 点 火 構 成 に よ り 点 火 さ れ て バ ー ナ キ ャ ッ プ の 上 面 に 旋 回 状 の 主 火 炎 を 形 成 す
る 形 態 の コ ン ロ バ ー ナ に お い て 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 適 所 に は 一 端 を 他 端 面 よ り
突 出 さ せ た 断 面 を 有 す る 炎 口 Ａ を 対 向 さ せ て 配 置 し た 補 助 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ
デ ィ よ り 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 衝 突 火 炎 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 補 助 炎 口 部 の 略
中 間 部 に 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 を 配 設 し た こ と に よ り 、 炎 口 Ｂ か ら バ ー ナ キ ャ ッ
プ の 外 周 の 円 周 方 向 に ガ ス が 噴 出 し 、 炎 口 Ｃ か ら は 炎 口 Ｂ か ら 噴 出 し た ガ ス と は 反 対 方 向
の 円 周 方 向 に 噴 出 す る 。 従 っ て 、 炎 口 Ｂ か ら 噴 出 し た ガ ス と 炎 口 Ｃ か ら 噴 出 し た ガ ス は 、
炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ 間 の 略 中 間 部 で 衝 突 し た 流 れ 状 態 に な る 。 よ っ て 、 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ に て 燃
焼 が 開 始 さ れ る と 燃 焼 時 に 形 成 さ れ る 火 炎 は 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ 間 に 衝 突 火 炎 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 時 に 主 炎 口 に て 旋 回 流 を 呈 し て 燃 焼 が 継 続 さ れ て コ ン ロ バ ー ナ 周 辺 に は 二 次 空 気 の 旋
回 流 が 生 じ て い る た め に 、 衝 突 火 炎 も 旋 回 流 の 中 に 形 成 さ れ て い る た め に 吹 き 飛 ば さ れ る
よ う に 旋 回 流 が 作 用 す る が 、 炎 口 Ｃ か ら の ガ ス が 炎 口 Ｂ か ら の 噴 出 方 向 と は 逆 方 向 に 噴 出
さ れ て い る た め に 旋 回 流 に 対 向 し た 流 れ で 旋 回 流 の 力 と 均 衡 状 態 に な る こ と で 衝 突 火 炎 は
吹 き 飛 ば さ れ る こ と な く 安 定 し た 燃 焼 を 継 続 す る こ と で 、 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部
は 安 定 し て 衝 突 火 炎 で 加 熱 さ れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 使 用 中 に 立 ち 消 え し た り す る 不 具
合 が 生 じ な い 使 い 勝 手 の 良 好 な コ ン ロ が 提 供 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 中 心 に 向 か っ て 放 射 状 円 周 等 間 隔 に 、 一 端 を 他 端 面 よ り 上 方 に
突 出 さ せ た 断 面 の 炎 口 Ａ を 設 け 、 そ の 炎 口 部 の 両 端 に は 平 面 部 を 設 け て 炎 口 寸 法 の ば ら つ
き を 少 な く す る 形 状 と し 、 炎 口 部 を 含 め す べ て プ レ ス 加 工 で き る 構 成 に し た も の で 、 こ れ
に よ り 造 り や す く 安 価 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 主 炎 口 部 は 火 炎 が 斜 め 上 向 き と な る こ と に よ り 、 円 周 方 向 へ 噴 き 出 す 力 と 、 排 気
熱 が 上 方 向 か ら さ ら に 鍋 底 を 伝 っ て 排 出 さ れ る 力 に よ り 旋 回 流 が 生 じ て 、 中 央 の 二 次 空 気
通 過 孔 よ り よ り 多 く の 二 次 空 気 を 吸 引 す る こ と が で き 良 好 な 燃 焼 が 得 ら れ る 。 さ ら に は 鍋
底 と バ ー ナ 間 を 近 づ け る こ と が で き 省 エ ネ ・ 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ は 、 熱 効 率 を 向 上 さ せ た 省 エ ネ ル ギ ー で 煮 汁 等 こ ぼ れ に 強 い 、 確 実
な 点 火 性 能 を 有 す る と と も に 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に 沿 っ て 衝 突 火 炎 を 形 成 し 、
そ の 火 炎 中 に 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 を 配 設 し た こ と に よ り 、 立 ち 消 え の な い 安 定
し た 燃 焼 検 知 を 行 う こ と が で き 、 使 い 勝 手 の 良 い ガ ス コ ン ロ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 上 面 に 開 口 を 設 け た 環 状 頭 部 を 有 し 供 給 さ れ る ガ ス と 燃 焼 用 空 気 を 混 合
す る バ ー ナ ボ デ ィ と 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ の 環 状 頭 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 一 端 を 他 端 面
よ り 上 方 に 突 出 さ せ た 断 面 形 状 を 有 す る 炎 口 を 中 心 側 に 向 か っ て 放 射 状 に 円 周 等 間 隔 に 配
設 し て 主 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ ボ デ ィ よ り 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 旋 回 状 に
火 炎 を 形 成 す る バ ー ナ キ ャ ッ プ と 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 方 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 、 前
記 炎 口 側 及 び 下 方 側 に 開 口 Ａ 及 び 開 口 Ｂ を 有 す る 空 間 部 を 形 成 し た リ ン グ 状 の 被 覆 体 と 、
前 記 被 覆 体 の 空 間 部 に 配 設 し た 点 火 電 極 と 、 前 記 点 火 電 極 と 対 向 す る 位 置 の バ ー ナ キ ャ ッ
プ の 外 方 に 配 設 し た 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 と を 備 え 、 前 記 空 間 部 に は 点 火 電 極 か
ら の 放 電 タ ー ゲ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 に 旋 回 状 に 噴 出 す る ガ ス の 点 火 構
成 を 有 す る と 共 に 、 前 記 熱 電 素 子 部 と 対 向 す る バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に は 一 端 を 他 端 面
よ り 突 出 さ せ た 断 面 を 有 す る 炎 口 を 対 向 さ せ て 配 置 し た 補 助 炎 口 部 を 形 成 し 、 前 記 バ ー ナ
ボ デ ィ よ り 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス を 噴 出 し て 衝 突 火 炎 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 補 助 炎 口 部 の
略 中 間 部 に 前 記 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 熱 電 素 子 部 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 側 に 熱 効 率 の 高 い 旋 回 火 炎 を 形 成 す る こ と が で き る と
共 に 、 旋 回 流 を 形 成 し て 噴 出 す る ガ ス の 噴 出 形 態 を 利 用 し た 確 実 な 点 火 構 成 が 確 保 で き 、
さ ら に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に 形 成 し た 補 助 炎 口 部 の 衝 突 火 炎 に よ り 吹 き 消 え 現 象 が
な く 安 定 し て 熱 電 素 子 部 の 加 熱 継 続 で 、 確 実 な 燃 焼 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 炎 口 構 成 面 又 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 外 周 壁 に 点 火 電 極 か
ら の 放 電 タ ー ゲ ッ ト を 形 成 し 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 に 旋 回 状 に 噴 出 す る ガ ス の 点 火 構 成 を
有 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 点 火 電 極 と 放 電 タ ー ゲ ッ ト 間 の 放 電 空 間 が よ り ガ ス が 噴 出 さ れ る 炎 口 に 近
く で 構 成 さ れ る の で 、 放 電 時 に 放 電 空 間 に 旋 回 流 を 呈 し て い る ガ ス が 確 実 に 存 在 す る の で
確 実 な 点 火 性 能 が え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ 上 面 の 放 射 状 に 配 列 し た 炎 口 の １ つ が 、 被 覆 体 の 空 間 部
に 形 成 さ れ る 開 口 Ａ の 略 中 央 に 位 置 す る よ う に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 点 火 電 極 と 放 電 タ ー ゲ ッ ト 間 の 放 電 空 間 が よ り ガ ス が 噴 出 さ れ る 炎 口 に 直
近 で 構 成 さ れ る の で 、 放 電 時 に 放 電 空 間 に 旋 回 流 を 呈 し て い る ガ ス が 確 実 に 存 在 す る の で
確 実 な 点 火 性 能 が え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 補 助 炎 口 部 を 形 成 す る 炎 口 Ｂ お よ び 炎 口 Ｃ は 、 一 端 を 他 端 面 よ り 突 出 さ
せ て 形 成 し た 炎 口 面 に 平 面 部 を 設 け る と 共 に 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 面 に 沿 っ て 相 対 向
す る 火 炎 を 形 成 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 炎 口 面 に 平 面 部 を 設 け た 炎 口 Ｂ 及 び 炎 口 Ｃ で 補 助 炎 口 部 を 構 成 し て い る た
め に 、 噴 出 す る ガ ス の 流 れ 方 向 が 規 制 さ れ る の で 平 行 部 に 沿 っ て ガ ス を バ ー ナ キ ャ ッ プ の
外 周 の 接 線 方 向 に 噴 出 す る 。 従 っ て 、 両 炎 口 か ら 噴 出 し て 得 ら れ た 衝 突 火 炎 は 衝 突 点 が バ
ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 近 傍 に 存 在 す る の で 、 衝 突 点 と バ ー ナ キ ャ ッ プ 外 周 壁 間 に 負 圧 領 域 が
形 成 さ れ 、 コ ア ン ダ 効 果 で よ り 安 定 し た 衝 突 火 炎 が 得 ら れ る と と も に 、 安 定 し た 熱 電 素 子
の 加 熱 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 プ レ ス 加 工 時 、 平 面 部 を 金 型 に 当 て て 、 バ ラ ツ キ の 少 な い ス リ ッ ト 巾 寸 法 を 有 す
る 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 補 助 炎 口 部 を 形 成 す る 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ の 間 に 、 前 記 炎 口 Ｂ お よ び 炎 口 Ｃ
の 噴 出 方 向 と は 異 な る 方 向 に 混 合 ガ ス を 噴 出 す る 炎 口 Ｄ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 衝 突 火 炎 の 略 中 間 部 に 前 記 バ
ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 か ら 外 方 に 向 か っ て 火 炎 が 形 成 さ れ て 燃 焼 す る こ と に な る た め 、 補
助 炎 口 部 に お け る 全 体 の 火 炎 ボ リ ュ ウ ム が 大 き く な り 、 よ り 熱 電 素 子 部 が 加 熱 さ れ や す く
な る と 同 時 に 熱 電 素 子 の 位 置 が 組 み 立 て バ ラ ツ キ で 多 少 位 置 ズ レ し て も 、 大 き な 火 炎 に て
加 熱 さ れ る の で 安 定 し た 立 ち 消 え 安 全 装 置 の 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ガ ス コ ン ロ 使 用 時 に コ ン ロ バ － ナ の 燃 焼 量 が 調 整 さ れ て 火 炎 が 小 さ く な っ て も ガ
ス 量 が 多 く 噴 出 し て い る 状 態 か ら の 変 化 で あ る た め に 消 炎 し て し ま う こ と が な く 熱 電 素 子
の 加 熱 が 継 続 さ れ る の で 、 ガ ス コ ン ロ が 消 火 す る こ と な く 安 心 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 例 の
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形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ガ ス コ ン ロ の 燃 焼 部 の 断 面 図 を 示 し 、 図 ２
は 本 発 明 の 燃 焼 部 を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ を 示 す も の で あ る 。 図 ３ は 燃 焼 部 の 上 面 図 、 図 ４
は 燃 焼 部 の 点 火 部 の 拡 大 断 面 図 、 図 ５ は 炎 口 の 拡 大 断 面 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ６ は バ ー ナ キ ャ ッ プ の 外 周 壁 に 形 成 し た 補 助 炎 口 部 を 構 成 す る 炎 口 Ｂ と 炎 口 Ｃ
の 関 係 を 示 す 図 、 図 ７ は 補 助 炎 口 部 の 断 面 を 示 す 図 、 図 ８ は Ｂ － Ｂ 断 面 図 を 示 す も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 に お い て 、 １ は ガ ス コ ン ロ で コ ン ロ バ ー ナ ２ を 有 し 、 コ ン ロ バ ー ナ ２ は 、 上 面 に 開 口
を 設 け た 環 状 頭 部 を 有 し 供 給 さ れ る ガ ス と 燃 焼 用 空 気 を 混 合 す る バ ー ナ ボ デ ィ ３ と 、 こ の
バ ー ナ ボ デ ィ ３ に 嵌 合 搭 載 さ れ る バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ で 構 成 さ れ 、 該 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ は 、
ス テ ン レ ス 材 等 で プ レ ス 加 工 し 、 ガ ス シ ー ル 部 は 中 央 の 二 次 空 気 通 過 孔 ５ の 円 筒 部 ６ 、 外
周 の 円 筒 部 ７ の ２ ヶ 所 で 構 成 さ れ て い る 。 バ ー ナ ボ デ ィ ３ に は バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ が 載 置 さ
れ て 二 次 空 気 通 過 孔 ５ が 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 上 面 側 に は 一 端 を 他
端 面 よ り 上 方 に 突 出 さ せ た 断 面 形 状 を 有 す る 炎 口 A８ を 中 心 側 に 向 か っ て 放 射 状 に 円 周 等
間 隔 に 配 設 し て 主 炎 口 部 ８ Ａ を 形 成 し て お り 、 炎 口 A８ の 形 状 は 、 一 端 ９ を 他 端 面 １ ０ よ
り 上 方 に 突 出 さ せ た 形 状 で プ レ ス 加 工 に て 炎 口 ス リ ッ ト 巾 １ ２ を 形 成 し 、 炎 口 ス リ ッ ト 巾
１ ２ の ガ ス 噴 き 出 し が 斜 め 上 方 を 向 く よ う に し た も の で あ る 。 火 炎 が 円 周 に 沿 っ て 斜 め 上
方 に 流 れ る こ と に よ り 旋 回 流 が 起 こ り 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 中 央 の 二 次 空 気 通 過 孔 ５ よ り
二 次 空 気 の 吸 引 し て 供 給 す る こ と に よ り 、 最 適 な 良 好 燃 焼 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 炎 口 部 は 火 炎 が 斜 め 上 向 き と な る こ と に よ り 、 円 周 方 向 へ 噴 き 出 す 力 と 、 排 気 熱
が 上 方 向 か ら さ ら に 鍋 底 を 伝 っ て 排 出 さ れ る 力 に よ り 旋 回 流 が 生 じ て 、 中 央 二 次 空 気 通 過
孔 ５ よ り よ り 多 く の 二 次 空 気 を 吸 引 す る こ と が で き 良 好 な 燃 焼 を 得 る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 被 加 熱 物 底 と コ ン ロ バ ー ナ ２ 間 距 離 を 近 づ け る こ と が で き 省 エ ネ ・ 熱 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 方 １ ３ に 被 覆 体 １ ４ が 設 け ら れ て バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 周
壁 １ ５ と の 構 成 で 炎 口 Ａ ８ の 外 方 １ ３ に 開 口 Ａ １ ６ と 外 方 １ ３ の 下 方 に 開 口 Ｂ １ ７ を 有 し
た 空 間 部 １ ８ を 構 成 し 、 空 間 部 １ ８ に 点 火 電 極 １ ９ を 設 け て 点 火 電 極 １ ９ に 対 応 し た 空 間
部 １ ８ の 上 方 に 位 置 す る 部 分 で 空 間 部 １ ８ に 面 す る 表 面 の 被 覆 体 １ ４ に 空 間 部 １ ８ に 対 し
て 凸 状 の 放 電 タ ー ゲ ッ ト ３ ７ を 構 成 し て 点 火 部 ３ ４ が 構 成 さ れ て ガ ス コ ン ロ １ の 燃 焼 部 ３
５ が 構 成 さ れ て い る 。 ３ ６ は ガ ス コ ン ロ １ の ゴ ト ク で 被 加 熱 物 ２ ４ が 載 せ ら れ て 調 理 等 に
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ガ ス コ ン ロ １ の 操 作 部 が 点 火 操 作 さ れ る と コ ン ロ バ ー ナ ２ の バ ー ナ キ ャ ッ
プ ４ の 炎 口 Ａ ８ を 炎 口 ス リ ッ ト 巾 １ ２ で 構 成 し た か ら 、 炎 口 Ａ ８ か ら の ガ ス の 噴 出 は 斜 め
上 方 を 向 く よ う に な る 。 こ の 斜 め 上 方 噴 出 し た ガ ス が 円 周 に 沿 っ て 斜 め 上 方 に 流 れ る こ と
に よ り 旋 回 流 が 起 こ る 。 同 時 に 、 炎 口 Ａ ８ か ら の ガ ス は 斜 め 上 方 に 速 度 を 有 し て い る た め
に 、 旋 回 流 の 一 部 は バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 方 １ ３ の 部 分 で 旋 回 流 に よ っ て 生 じ て い る 遠 心
力 に て バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 径 よ り も 外 側 に は み 出 し て 旋 回 し て い る 。 従 っ て 、 バ ー ナ キ
ャ ッ プ ４ の 外 径 よ り も 外 側 に は み 出 し て 旋 回 し て い る 旋 回 流 の 一 部 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４
の 外 周 壁 １ ５ と 被 覆 体 １ ４ で 構 成 し た 空 間 部 １ ８ に 開 口 Ａ １ ６ か ら 流 れ 込 む 状 態 で 旋 回 し
て い る 。 こ の よ う な 旋 回 流 が 生 じ て い る 状 態 で 点 火 電 極 １ ９ か ら 放 電 タ ー ゲ ッ ト ３ ７ に 向
け て 放 電 す る と 、 開 口 Ａ １ ６ か ら 空 間 部 １ ８ に 旋 回 流 で 流 れ 込 ん で い る ガ ス が 存 在 す る の
で 確 実 に 点 火 さ れ て 燃 焼 を 開 始 す る 。 燃 焼 は 中 央 の 二 次 空 気 通 過 孔 ５ よ り 二 次 空 気 の 吸 引
し て 供 給 す る こ と に よ り 、 最 適 な 良 好 燃 焼 が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 炎 口 Ａ ８ は 火 炎 が 斜 め 上 向 き と な る こ と に よ り 、 円 周 方 向 へ 噴 き 出 す 力 と 、 排 気
熱 が 上 方 向 か ら さ ら に 被 加 熱 物 ２ ４ の 底 を 伝 っ て 排 出 さ れ る 力 に よ り 旋 回 流 が 生 じ て 、 中
央 の 二 次 空 気 通 過 孔 ５ よ り よ り 多 く の 二 次 空 気 を 吸 引 す る こ と が で き 良 好 な 燃 焼 を 得 る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 旋 回 燃 焼 に て 被 加 熱 物 を 加 熱 す る と 、 燃 焼 ガ ス は 旋 回 流 に よ っ て 強
制 的 に 攪 拌 さ れ る 現 象 が 生 じ る の で 乱 流 状 態 に な る 。 こ の 乱 流 状 態 の 燃 焼 ガ ス が 被 加 熱 物
２ ４ 表 面 を 流 れ る の で 被 加 熱 物 ２ ４ の 表 面 と 燃 焼 ガ ス 間 に 生 じ る 温 度 境 界 層 が 薄 く な る こ
と で 被 加 熱 物 ２ ４ と 燃 焼 ガ ス 間 の 熱 伝 達 係 数 が 大 き く な る 。 よ っ て 、 被 加 熱 物 ２ ４ に 燃 焼
ガ ス か ら 伝 わ る 熱 量 が 多 く な る 。 以 上 の コ ン ロ バ ー ナ ２ を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ １ に あ っ て
は 、 熱 効 率 の 高 い 省 エ ネ の ガ ス コ ン ロ １ が 提 供 で き る の で あ る 。 ま た 、 攪 拌 に よ っ て 良 好
な 燃 焼 が 得 ら れ て い る の で 、 被 加 熱 物 ２ ４ 底 と コ ン ロ バ ー ナ ２ 間 距 離 を 近 づ け る こ と が で
き 省 エ ネ ・ 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 点 火 電 極 １ ９ は 空 間 部 １ ８ を 構 成 し た 被 覆 体 １ ４ に て 上 方 を 覆 わ れ て い る た め に
、 被 加 熱 物 ２ ４ 等 か ら 調 理 中 に 煮 汁 等 が 飛 散 し た り こ ぼ れ た り し て も 、 濡 れ た り 或 い は 汚
れ た り す る こ と が な く な る の で 、 電 気 的 な リ ー ク が 生 じ る こ と な く 確 実 に 放 電 す る の で 確
実 な 点 火 に よ る 使 い 勝 手 の 良 い ガ ス コ ン ロ １ が 提 供 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 点 火 さ れ る ま で は 空 間 部 １ ８ に ガ ス の 一 部 が 流 入 し て い る が 点 火 と 同 時 に 炎 口 に
形 成 さ れ る 燃 焼 炎 の 燃 焼 速 度 或 い は 燃 焼 用 空 気 量 と の 関 係 で 燃 焼 炎 は バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の
外 方 １ ３ に は み 出 す 現 象 は な い の で 被 覆 体 ２ ４ が 燃 焼 炎 で 直 接 加 熱 さ れ る こ と が な い の で
、 ガ ス コ ン ロ １ 全 体 の 温 度 上 昇 も な く 燃 焼 熱 の ロ ス も 少 な い 安 全 で 経 済 的 な ガ ス コ ン ロ が
提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ガ ス コ ン ロ は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ の 上 面 側 に 全 て の
炎 口 を 設 け た 構 成 に お い て 安 定 し た 着 火 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 点 火 構 成 を 提 供 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 点 火 構 成 の 断 面 形 状 を 示 す 。 尚 、 実 施 の 形 態 １ と 同
様 の 機 能 及 び 作 用 す る も の に は 同 一 番 号 を 附 し 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 に お い て 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 炎 口 Ａ ８ の 構 成 面 又 は 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 周 壁 １
５ に 点 火 電 極 １ ９ か ら の 放 電 タ ー ゲ ッ ト ３ ７ を 構 成 し た 点 火 構 成 を 有 す る ガ ス コ ン ロ １ で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 点 火 電 極 １ ９ と 放 電 タ ー ゲ ッ ト ３ ７ 間 の 放 電 空 間 が よ り ガ ス が 噴 出 さ れ る
炎 口 に 近 く で 構 成 さ れ る の で 、 放 電 時 に 放 電 空 間 に 旋 回 流 を 呈 し て い る ガ ス が 確 実 に 存 在
す る の で 確 実 な 点 火 性 能 が え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 実 施 の 形 態 ２ で 示 し た 図 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 点 火 構 成 を 説 明 す る 。
尚 、 他 の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 機 能 及 び 作 用 す る も の に は 同 一 番 号 を 附 し 説 明 は 省 略 す る 。
プ レ ス 成 形 で 加 工 し た 炎 口 Ａ ８ が 、 炎 口 Ａ ８ の 外 方 １ ３ の 炎 口 Ａ ８ 側 に 開 口 し た 開 口 Ａ １
６ の 概 中 央 に 位 置 し た 点 火 構 成 を 有 す る ガ ス コ ン ロ １ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 点 火 電 極 １ ９ と 放 電 タ ー ゲ ッ ト ３ ７ 間 の 放 電 空 間 が よ り ガ ス が 噴 出 さ れ る
炎 口 Ａ ８ に 直 近 で 構 成 さ れ る の で 、 放 電 時 に 放 電 空 間 に 旋 回 流 を 呈 し て い る ガ ス が 確 実 に
存 在 す る の で 確 実 な 点 火 性 能 が え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 立 消 え 検 知 構 成 を 示 す も の で 、 他 の 実 施 の 形 態 と
同 様 の 機 能 及 び 作 用 す る も の に は 同 一 番 号 を 附 し 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 に お い て 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 周 壁 １ ５ に は 、 一 端 ９ を 他 端 面 １ ０ よ り 外 方 １ ３ に
突 出 さ せ た 断 面 を 有 し た 炎 口 Ｂ ３ ０ と 炎 口 Ｃ ３ １ を 相 対 向 さ せ て 配 設 し た 補 助 炎 口 部 ２ ８
を 形 成 し 、 こ の 炎 口 Ｂ ３ ０ と 炎 口 Ｃ ３ １ の 略 中 間 部 に 立 ち 消 え 安 全 装 置 ２ ０ の 熱 電 素 子 部
２ ０ Ａ を 設 け る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 炎 口 Ｂ ３ ０ と 炎 口 Ｃ ３ １ か ら 噴 出 し た ガ ス の 衝 突 現 象 が 起 こ る 。 こ の 衝 突
現 象 に て 生 じ た 衝 突 火 炎 ２ １ が 形 成 さ れ る こ と で 旋 回 流 に 対 抗 し た 安 定 し た 衝 突 火 炎 ２ １
に て 立 ち 消 え 安 全 装 置 ２ ０ の 熱 電 素 子 部 ２ ０ Ａ が 加 熱 さ れ る の で 衝 突 火 炎 ２ １ の 吹 き 飛 ば
さ れ に よ る 熱 電 素 子 部 ２ ０ Ａ の 加 熱 さ れ な い 状 態 が 生 じ る こ と が な い 。 よ っ て 、 立 ち 消 え
の な い 使 い 勝 手 の よ い ガ ス コ ン ロ １ が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 炎 口 Ｂ 及 び 炎 口 Ｃ の 断 面 形 状 を 示 し 、 図 ７ は 補 助 炎
口 部 の 断 面 図 、 図 ８ は Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 図 ９ は 炎 口 Ｂ 及 び Ｃ の 断 面 図 で あ る 。 尚 、 実 施 の 形
態 １ と 同 等 の 機 能 及 び 作 用 す る も の に は 同 一 番 号 を 附 し 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 に お い て 、 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 炎 口 Ｂ １ ６ と 炎 口 Ｃ ３ １ の 一 端 ２ ２ 及 び 他 端 ２ ３ に 平
面 部 ２ ５ を 設 け た ス リ ッ ト 幅 ２ ５ 形 状 に し た コ ン ロ バ ー ナ ２ を 有 し た ガ ス コ ン ロ １ で あ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に よ り 、 炎 口 Ｂ １ ６ 及 び 炎 口 Ｃ ３ １ を 構 成 す る 出 口 を 構 成 す る 両 端 は 互 い に 平 面 部
２ ５ を 有 し て い る た め に 、 流 れ 方 向 が 規 制 さ れ る の で 平 面 部 ２ ５ に 沿 っ て ガ ス を バ ー ナ キ
ャ ッ プ ４ の 外 周 ２ ６ の 接 線 方 向 に 噴 出 す る 。 従 っ て 、 両 炎 口 か ら 噴 出 し て 得 ら れ た 衝 突 火
炎 ２ １ は 衝 突 点 ２ ７ を バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 周 ２ ６ 近 傍 に 存 在 す る の で 、 衝 突 点 ２ ７ と バ
ー ナ キ ャ ッ プ ４ 外 周 壁 間 に 負 圧 領 域 が 形 成 さ れ る の で コ ア ン ダ 効 果 生 じ て よ り 安 定 し た 衝
突 火 炎 ２ １ が 得 ら れ る の で よ り 安 定 し た 熱 電 素 子 部 ２ ０ の 加 熱 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た プ レ ス 加 工 時 、 平 面 部 ２ ５ を 金 型 に 当 て て バ ラ ツ キ の 少 な い ス リ ッ ト 幅 ２ ５ 寸 法 を
有 す る 炎 口 Ｂ ３ ０ 及 び 炎 口 Ｃ ３ １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ６ ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 熱 電 素 子 部 を 加 熱 す る 炎 口 構 成 状 態 を 示 す 図 で
あ る 。 尚 、 他 の 実 施 の 形 態 と 同 等 の 機 能 及 び 作 用 す る も の に は 同 一 番 号 を 附 し 説 明 は 省 略
す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 バ ー ナ キ ャ ッ プ ４ の 外 周 壁 １ ５ に 形 成 し た 炎 口 Ｂ ３ ０ と 炎 口 Ｃ ３ １ の 間 に 、 前 記 炎 口 Ｂ
３ ０ お よ び 炎 口 Ｃ ３ １ の 噴 出 方 向 と は 異 な る 方 向 に 混 合 ガ ス を 噴 出 す る 炎 口 Ｄ ３ ２ 設 け た
コ ン ロ バ ー ナ ２ を 有 し た ガ ス コ ン ロ １ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 炎 口 Ｂ ３ ０ と 炎 口 Ｃ ３ １ に て 形 成 さ れ た 衝 突 火 炎 ２ １ の 中 央 に 炎 口 Ｄ ３ ２
に 形 成 さ れ た 火 炎 が 存 在 し て 燃 焼 し て い る の で 、 全 体 の 火 炎 ボ リ ュ ウ ム が 大 き く な り よ り
熱 電 素 子 部 ２ ０ Ａ が 加 熱 さ れ や す く な る と 同 時 に 熱 電 素 子 の 位 置 が 組 み 立 て バ ラ ツ キ で 多
少 位 置 ズ レ し て も 火 炎 に て 加 熱 さ れ る の で 安 定 し た 立 ち 消 え 安 全 装 置 性 能 が 得 ら れ る 。 ま
た 、 ガ ス コ ン ロ 使 用 時 に コ ン ロ バ － ナ の 燃 焼 量 が 調 整 さ れ て 火 炎 が 小 さ く な っ て も ガ ス 量
が 多 く 噴 出 し て い る 状 態 か ら の 変 化 で あ る た め に 消 炎 し て し ま う こ と が な く 熱 電 素 子 の 加
熱 が 継 続 さ れ る の で 、 ガ ス コ ン ロ が 消 火 す る こ と な く 安 心 し て 使 用 で き る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ガ ス コ ン ロ は 、 確 実 な 点 火 と 良 好 な 燃 焼 が 得 ら れ る と と
も に 、 安 定 し た 立 消 え 検 知 性 能 で 、 安 全 な 使 い 勝 手 の 良 い 調 理 器 等 の 用 途 に も 適 用 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に お け る ガ ス コ ン ロ の 燃 焼 部 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 コ ン ロ バ ー ナ を 搭 載 し た ガ ス コ ン ロ 外 観 図
【 図 ３ 】 同 コ ン ロ の 燃 焼 部 の 上 面 図
【 図 ４ 】 同 コ ン ロ の 点 火 部 の 拡 大 断 面 図
【 図 ５ 】 同 コ ン ロ の 炎 口 の 拡 大 断 面 図
【 図 ６ 】 同 コ ン ロ の 外 周 壁 に 形 成 し た 補 助 炎 口 部 を 構 成 す る 炎 口 Ｂ ， Ｃ の 関 係 を 示 す 図
【 図 ７ 】 同 コ ン ロ の 補 助 炎 口 部 の 断 面 図
【 図 ８ 】 同 コ ン ロ の 補 助 炎 口 部 の Ｂ － Ｂ 断 面 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 炎 口 Ｂ 及 び Ｃ の 断 面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 熱 電 素 子 部 を 加 熱 す る 炎 口 構 成 状 態 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 従 来 の コ ン ロ バ ー ナ の 側 面 断 面 図
【 図 １ ２ 】 従 来 の 他 の コ ン ロ バ ー ナ の 側 面 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 　 ガ ス コ ン ロ
　 ３ 　 バ ー ナ ボ デ ィ
　 ４ 　 バ ー ナ キ ャ ッ プ
　 ８ 　 炎 口 Ａ
　 ８ Ａ 　 主 炎 口 部
　 １ ４ 　 被 覆 体
　 １ ５ 　 外 周 壁
　 １ ６ 　 開 口 Ａ
　 １ ７ 　 開 口 Ｂ
　 １ ８ 　 空 間 部
　 １ ９ 　 点 火 電 極
　 ２ ０ 　 立 ち 消 え 安 全 装 置
　 ２ ０ Ａ 　 熱 電 素 子 部
　 ２ １ 　 衝 突 火 炎
　 ２ ５ 　 平 面 部
　 ２ ８ 　 補 助 炎 口 部
　 ３ ０ 　 炎 口 Ｂ
　 ３ １ 　 炎 口 Ｃ
　 ３ ２ 　 炎 口 Ｄ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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